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え ん  盛 し 者 し カロも る

ま を 営 し ム 含 参 を
｀
に で

す 者 さ た で 8昌カロ楽 参 話 居

1平 成17年 7月 発行

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
対
馬
市

社
会
福
祉
協
議
会
美
津
島
支
所
主
催

の

「美
津
島
地
区
ふ
　
あ
い
広
場
」

を
開
催
し
、
町
内
の

一
人
暮
ら
し
老

人
や
食
事
サ
ー
ビ
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

し
た
。

去
る
、
５
月
３‐
日
（火
）、
対
馬
グ

　
！

〒8171201 長 崎県対馬市豊玉町仁位94-5

TEL 0920-58-1432 FAX 0920-58-1183

者
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事業運営積立預金 ,15,001千 円

祭壇事業積立金 121020千 円

欠損補損積立金 1717千 円 金 i70p69司 二円

金 i3 5 1 9 6千 円

善意銀行積立預金 i741898千 円

基本財産特定預金 :6100千 円

商品 製 品 i877千 円

退職共済預け金 11001390千 円
貸付事業隻付金 !8!691千 円

建 物 i 3 1 7 7 1 千円
ソフトウエアi84千

権 利 i 8 8 1千 円 車両運搬臭 !141548千 円

土 地 16,601千 円 器具及び備品 !91222千 円

未払金 :241055千 円

預り金 13848千 円

退職給与弓当金 1118,832千 円

基本金 !6!100千 円
善意銀行積立基金 !741898千 円

次期緑越i901①57千円

国庫補助金等特別積立金 :41863千 円

祭壇事業積立金 12020千 円 福祉資金積立金 :181607千 円

事業運営積立金 i15!001千 円 福祉資金欠損補填積立金 i717千 円

0
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前年度資金残 178,416千 円

退職金預け金収入 +31200千 円

経常経費補助金収入 11541442千 円
積立預金取崩収入 i28,701千 円

施設整備等寄付金収入 i2,240千 円

緑入金収入 i 4 0 1 2 9 9千 円

預金利患 i 1 4千 円

助成金収入 1100千 円

受託金収入 i 7 6 1 8 2 7千 円

共同募金配分金収入 i7,422千 円
事業収入 !21,595千 円

利患料収入 i 8 1 2 2 7千円

介護保険収入 1145147千 円 貸付事業収入 11,302千 円

葬禁壇貸付事業 i91660千 円

支援費事業 1101058千 円
ホランティアセンター事業,7!645千円

市受託事業 !75,362千 円 善意銀行塁金積立事業 1271887千 円

県社協受託事業 :3,942千 円
福祉資金貸付事業 !11819千 円

共同事金配分金事業 i7,761千 円 シルバー人材センタ
ー事業 i121425千 円

支払資金残 i791278千 円

繰入金支出 i491420千 円

人 件  費 ! 2 7 6 , 9 7 5千 円
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葬察壇貸付事業 i61019千 円

シルバー人材センター事業 110)297千 円

介護保険事業 i1431805千 円
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去
る
、
６
月
５
日

（日
）
上
県

総
合
運
動
公
園

（野
球
場
）
に
お

い
て
、
対
馬
市
社
会
福
祉
協
議
会

上
県
支
所
主
催
に
よ
る
、

「第
２

回
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
目
的
は
、
子
供
か

ら
高
齢
者

・
障
害
者
の
有
無
を
問

わ
ず
、
地
域
住
民
が
住
み
な
れ
た

町
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

福
祉
行
政
及
び
福
祉
団
体
等
の
関

係
機
関
と
と
も
に
融
利
と
連
帯
感

を
も
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
通

し
て

「心
の
ふ
れ
あ
い
」
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
、
当

日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
２２
チ
‐
ム
、

関
係
者
を
含
め
総
勢
約
１
８
０
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

参
加
者
も
勝
敗
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

楽
し
い

一
日
を
過
ご
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
す
。

【団
体
の
部
】

ンヽ諸【個
人
の
部
】

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ン

ヽ

諸

熙

ン

餞
　
　
襲
ン
ン
ン

去
る
６
月
‐４
日
、
対
馬
市
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場

（美
津
島
町
）
に
お
き
ま
し

て
、
第
２
回
対
馬
市
身
体
障
害
者

福
祉
協
会
連
合
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
通
じ
障
害
者
の
体
力
増
強
及
び
、

市
内
の
会
員
同
士
が
心
と
心
の
交

流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
行

わ
れ
て
お
り
、
大
会
に
は
ア
テ
ー

ム
が
参
随
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
２
回
大
会
の
優
勝
に
輝
い
た

の
は
上
県
テ
ー
ム
、
準
優
勝
は
峰

テ
ー
ム
、
３
位
は
豊
玉
Ｂ
テ
ー
ム

で
し
た
。

優
勝
さ
れ
ま
し
た
、
上
県
テ
ー

ム
は
９
月
１６
日
に
諫
早
で
行
わ
れ

る
、
県
大
会
に
出
場
さ
れ
ま
す
。

こ
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

去
る
、
５
月
２６
日
福
丼
県
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
、
第
解
回
全
国
身

体
障
害
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

「ふ
く
い
大
会
」
に
、
九
州
代
表

と
し
て
豊
玉
テ
ー
ム
が
参
加
し
ま

し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
全
国
各
地
よ

り
３２
テ
‐
ム
が
参
加
し
優
勝
の
座

を
賠
け
て
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。
豊
玉
テ
ー
ム
は
予
選
を

突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で

は
惜
し
＜
も
準
々
決
勝
で
敗
れ
ま

し
た
が
、
全
国
で
も
上
位
に
く
い

こ
む
素
晴
ら
し
い
成
績
を
の
こ
さ

れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
今
ま
で
以
上
の

こ
活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

0

ン

　

ン
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ス トL/ス社会の中で、精神科的な病気に悩む人が増え、多くの人が|いの不健康状態に陥つています。

このような病気は、決してめずらしい病気ではありません。また、病気について、わからないこと

知らないことが不安をつのらせることもあります。

この講座では、精神保健福祉について基礎的なことを学び、精神障害者の人達が地域で安1出して暮

らしていけるよう理解を深め、一緒に支援活動をしてしヽくための講座です。

精神保健福祉ボランティアに興昧がある方で、講座終了後、実際にボランティア活動などに従事し

ていただける方の参力0をお待ちしております。

また、講座の 1□ 目と2□ 圏は、 「公開講座」としておりますので、是非お気軽にこ参力Bくださしヽ。
一人でも多くの方の参カロを|いからお待ちしております。 (公開講座のみの参カロも可。)

1 ,開 催 期 間…平成17年 8用 ～12月

2.開 催 場 所…豊玉町文化会館 他 (3回 目は、会場が異なります。)

3=開 催 回 数・・・5回

4.内     容 …精神保健福祉に関する講話、触れ含い体験、交流学習など

5.参  加  費 …ボランティア保険等実費が必要 (数百円程度です。)

6=申 込み〆切り…平成17年 8月 23日 (火)まで

※ 「公開講座」のみの参加の場合も必ず申し込みください

E基礎コースユ
ン                      ン ン闘ンン鯨l醍罪郵航Fン

とめに」        地 域活動所「きらり」山鞘轟出
V           所 長 築 賜洋二   豊 玉町文化会館

地域活動所「きらり」
2階 大集会室

通所者

対馬ひまわり会象員

佐賞開発
センター

11月 2日 は、

)                    倉 敷 松 原公園

▼                    豊 玉町文化念館

]語り合いましよう。            2階 大集会室

)いて」        対 馬市社会福祉

協議会 議 師未定

ミ職について」     ボ ランテイア

宮みましよう。     グ ループrやまぴこ」
会長 日 村健二

/ン ド」

対馬保健所     豊 玉町文化会館

う。          地 域保健課長    1催 研修室

曽我A重 美

舌しましよう。

申し込み口問い合わせ先……対馬保健所 地域保健課(担当クワハラ)まで 80920-52-0166

0
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社
会
福
祉
の
推
進
の
た
め
に
、

多
く
の
方
々
か
ら
心
温
ま
る
書

意
の
澄
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
こ
に
、
ご
芳
毬

（敬
柄

略
）
を
掲
載
し
、
謹
ん
で
亡
く

な
ら
れ
た
お
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

！　
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
寄

付
金
は
、
各
種
福
祉
事
業
や
地

域
福
祉
活
動
の
推
進
の
た
め
に
、

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

謝
に
あ
り
が
と
う
置
ざ
い
ま

し
た
「

（平
成
１７
年
３
用
ヽ
平
成
１７
年
５
用
末
分
）

▼
辻
　
田
　
正

（亡

〓
辻

▼
若
　
松
　
博

（亡

・
主

▼
平
　
間（亡

・
平

▼
平
　
出
　
譲

（亡

・
平

雄

（中
村
）

口
　
峯
　
子
）

敏

（西
里
）

藤
　
マ
　
ツ
）

佐

（尾
浦
）

間
　
マ
　
ツ
）

工

（久
圏
）

山
　
細
　
子
）

▼
阿
比
留
　
五
日　
市

（亡

・
阿
比
留

▼
野
　
上
　
百
合
枝

（亡

〓
野
　
上

▼
大

石

友

幸

（亡

・
大
　
石

▼
斎
　
藤

『邑
佐
江

（亡

〓
斎
　
藤

▼
米

田

幸

貫

（亡

・
米
　
国

Ｙ
本

留

租

子

（亡

〓
永
　
留

▼
内

田

安

彦

（亡

・
内
　
田

▼
古

賀

光

子

（亡

・
古
　
賀

▼
神

▼
田

▼
犬

▼
川

▼
井

▼
村

▼
竹

▼
一品

（豆
殴
）

ヨ
　
ツ
）

（国
分
）

夫
乃
　
雅
）

（与
良
内
院
）

若
栂
　
　
士
口
）

（回日
士
口
）

幸
　
則
）

（豆
殴
）

由一呈
　
　
申目Ｃ

（国
分
）
主早
）

（与
良
内
院
）

昭
小　
子
）

（下
原
）

憲
次
郎
）

（難
知
）

光
　
男
）

（緒
方
）

卜
　

こヽ

（濃
部
）

信
太
郎
）

（赤
島
）

醸立
　
　
粧坐
）

（鶏
知
）春
）

（誰
知
）

栄

一
郎
）

（難
知
）

中
心　
　
圭我
）

（竹
敷
）

カ
ネ
子
）

▼
兵
　
頭
　
泰

（亡

・
兵

文

（佐
賀
）

頭
　
成

　

一
）

（か昨年誰暖）

敏
　
行
）

（佐
須
奈
）

ル
ミ
子
）

（志
多
留
）

ウ
　
メ
）

（志
多
留
）

政
　
太
）

（佐
須
奈
）

フ
　
トヽ
じ

（鹿
見
）

カ
　
ツ
）

（瀬
田
）

表
官
　
　
士
口
）

（佐
護
）

久
　
主む

（志
多
留
）

由
里
子
）

（佐
護
）

康
　
晴
）

（小
鹿
）

夕
　
力
）

（由一呈
）
さ
　
だ
）

（鰐
浦
）

孝
太
郎
）

（泉
）
信
　
主書

（五
根
緒
）

ヒ
サ
エ
）

（比
田
勝
）
操
）

（大
増
）

由一里　　　ラ十Ｊ）

（泉
）
祐
　
主む

（泉
）

一や好
）

（鰐
浦
）

美
末
枝
）

（曲一里
）
繁
　
実
）

（福
岡
県
）

幾
　
世
）

（比
田
勝
）

敏
　
幸
）

（大
増
）

勝
　
美
）

（舟
志
）
墨
）

（曲一里
）
覚
　
一こ

（芦
見
）
保
）

（西
泊
）

頼
　
子
）

（唐
舟
志
）

ト
　
メ
）

ご 島 ご
尾
ご 瀬 ぞ

上
こ 回 こ 束 ご 回 こ 目

島
宏
尾
美
瀬
樹 上
~口 築

束
義
口
郎
富
二

ぞ 藤 ご 瀬 こ 井 こ 城 ぞ 多 こ 藤 ご 城 官 山 ご 分 こ
江
ご 束

藤
子
瀬
雄
井
廣
城
則
多
修
納
範
城
徹
山
美
分
美 江 稔 束

正

ぞ 瀬 こ 松 こ  こ 田 ご 藤 c田 官 田 ぞ 子 こ 和 c原 ぞ 田 こ
上
ご 勝 ご 岸 ご 藤

瀬
租
松
~ 英

田
悦
藤
正
田
子
田
工
子

（貝
鮒
）
茂
）

（佐
志
賀
）

フ
　
トヽ
じ

（貝
回
）

末
　
広
）

（大
綱
）

政
　
和
）

（千
尋
藻
）

喜
代
行
）

（横
浦
）

重
　
雅
）

（横
浦
）
肇
）

（子
尋
藻
）

幹
　
雄
）

（千
尋
藻
）

一　
夫
）

（小
綱
）

セ
　
ン
）

（日
）
義
　
正
）

（賀
佐
）

主
由　
　
一
）

（佐
賀
）

ンヽ
　
ゲ
）

（本
坂
）

亡犀
　
　
申員
）

（三
根
）

蔵
　
生
）

▼
犬

▼
平

▼
国

▼
平

▼
築

▼
齋

▼
波

▼
築

▼
中

▼
村

▼
齋

▼
多
　
田
　
イ
セ
子

（亡

，
多
　
田

▼
吉

田

成

一

（亡

・
吉
　
田

▼
荒

木

幸

美

（亡

〓
荒
　
木

▼
阿
比
留
　
正
　
臣

（亡

“
阿
比
留

▼
平

山

貞

幸

（亡

・
平
　
山

▼
安
心
院
　
春
　
行

（亡

・
安
心
院

▼
米
　
国
　
津
代
利

（亡

【
米
　
田

▼
野

田

政

弘

（亡

，
野
　
田

▼
末

浪

恭

二

（亡

】
末
　
浪

▼
由一里
　
田
　
一旦
　
之

（亡

・
豊
　
田

▼
宮
　
原
　
ツ
ヤ
子

（亡

・
宮
　
原

▼
由一旦
　
田
　
須
美
野

（亡

〓
豊
　
田

▼
島

居

延

雄

（亡

‘
島
　
居

▼
佐
々
木
　
康
　
介

（亡

，
佐
々
木

▼
大

庭

政

利

（亡

，
大
　
庭

▼
八
　
島
　
干
穂
子

（亡

・
Ａ
　
島

▼
武
　
末
　
邸員
　
市

（亡

〓
武
　
末

▼
馬

場

信

家

（亡

・
馬
　
場

▼
古

▼
下

▼
比
田

▼
村

▼
国

▼
宮

▼
久

▼
金

▼
米

▼
太

▼
古

▼
山

▼
一局

▼
末

▼
糸

▼
富
　
原
　
貞
　
至

（鰐
浦
）

9
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鶴鶴鶴ン鶴ンもが③ン鶴

社会福祉協議会|よ、地域福祉活動 (住民が主体となり、地域の実情に応じた福祉活動)の 増進を目的に

法律に基づいて組織された公共性と自主性を有する団体 (社会福祉法人)で 、その財源|よ、自治体からの

補助金及び委託料、共同募金配分金並びに社協会費でまかなわれる様になつております。特に社協会費に

つきましては、地域に応じた柔軟な事業を行うための重要な財源として考えられています。       |

対馬市社会福祉協議会としヽたしましても、地域に応じたきめ細かな福祉活動を推進していくための財源
として会費術」度の導入を実施しております。

市民の皆様には、趣旨をご理解のうえ、より多くの方々のご協力をお願いいたします。

1-般 会費 :300円以上 (一般の世帯構成員)
1贅
助会費 :1′000円以上 (上記以夕ヽの世帯構成員及び団体)                    :

法人会費 i3′000円以上 (法人)

なお、会費の徴収につきましては、8月 頃各地区の区長さんにお願しヽしようと計画していますので、よ :

1ろしくお願しヽいたします。

母親の育児不安を解消し、子

供たちがのびのびとすこやか
に成長できるよう、お手伝しヽ

をしています。

念 命 捻 血 冶

・広報誌の発行事業。対馬市社

協の各種事業などのタイムリ
ーな情報を提供いたします。

ボランテイア育成のための入

門講座の開催や、ボランテイ

ア活動の斡旋。

a ゎ

・重度身体障害者通院対策事業。

・各種調査 ・研究
・各種イベン トなど。

独居老人や高齢者世帯の生き

がいづくりや、孤独感の防止

のための事業。

・小学校、中学校、高校などに
おしヽて、福祉に関する授業の
お手伝いをしたり、夏休みに
施設体験などを行う、サマー

『
お
６
国
命
島
』

子
ど
も
の
頃
は
、
夏
休
み
が
待
ち
遠
し
か
っ
た
。

４０
日
間
の
冒
険
旅
行
が
始
ま
る
か
ら
だ
。

夏
休
み
で
も
、
早
起
き
し
て
ラ
ジ
オ
体

操
に
行
き
、
規
則
正
し
く
朝
食
、
年
前

中
の
涼
し
い
時
間
帯
に
宿
題
を
行
い
、
年
後
か
ら
は
海
水
浴
、
疲
れ
て
夕

食
を
食
べ
た
と
思
っ
た
ら
、
そ
の
ま
ま
眠
っ
て
し
ま
っ
た
。

が
、
し
か
し
、
現
実
は
…
夏
休
み
な
の
で
、
遅
く
ま
で
テ
レ
ビ
を
視
て
、

親
に
起
こ
さ
れ
顔
も
洗
わ
ず
ラ
ジ
オ
体
操
に
行
き
、
家
に
帰
ら
ず
、
そ
の

ま
ま
近
く
の
山
ヘ
セ
ミ
採
り
、
お
腹
が
減
っ
た
の
で
家
に
戻
り
、
冷
蔵
庫

の
中
か
ら
食
料
調
達
、
海
パ
ン
に
着
替
え
自
転
車
で
海
へ
、
永
ざ
疲
れ
た

ら
家
に
帰
り
、
夕
食
を
食
べ
花
火
大
会
、
さ
す
が
に
疲
れ
て
眠
り
に
お
ち
る
。

夏
体
み
な
の
に
休
む
事
を
忘
れ
、
も
ち
ろ
ん
夏
休
み
の
宿
題
の
存
在
す

ら
忘
れ
て
自
由
奔
放
に
３８
日
間
は
楽
し
ん
だ
。

４０
日
間
の
冒
険
も
毎
年
３８
日
目
で
リ
タ
イ
ア
。
現
実
の
壁
は
高
く
険
し

か
っ
た
。
違
う
意
味
で
充
実
し
た
夏
休
み
は
、
こ
の
２
日
間
か
も
し
れ
な

い
。
ア
サ
ガ
オ
の
観
察
日
記
、
工
作
、
海
の
子
作
品
、
夏
休
み
の
友
、
漢

字
ド
リ
ル
、
自
由
研
究
の
宿
題
た
ち
を
２
日
間
で
退
治
し
た
時
は
、
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
に
な
っ
た
気
分
だ
っ
た
。
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
内
容
は
散

々
な
も
の
だ
っ
た
。

来
年
は
２
日
間
だ
け
の
ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
で
は
な
く
、
４０
日
間
の
ス
ー

パ
ー
ス
タ
ー
に
な
ろ
う
と
警
っ
た
夏
で
あ
り
、
夏
休
み
の
宿
題
に
限
ら
ず

何
事
も
日
々
の
積
み
重
ね
が
大
事
だ
と
痛
感
し
た
夏
で
も
あ
っ
た
。

■この用紙は地球環境保護のため再生紙を利用しています。


